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《研究報告》

看護総合臨床実宵において成人看護領域の学生が白覚した学び

一実習前の準儲・実習の展開・実智のまとめのレポートよりー

内志津子 1) 村田千代1l

:本訴究の目的は.看護総合臨床実習において成人看護領域の学生が自覚した学びを明らかにし

今後の指導のあり方を考察することである。対象i之看護総合臨床実習を成人看護領域で打った学生

4名であるむ学生が提出した実習詰の準備・実習の展開・実習のまとめのレポートを分新した守その

結果工J実官課題i之これまでの経験を背景として「著護実践能力J対象理解(身体・心理・社会)J

「自身が関心のある韓藤状態への看護J

目標は評価しやすい異体的な目標

いた。実習日課iま多側面における看護技術の修得，

EたO ②実習の展開では，経験を〈学び・達成〉

(!日長じたこと〉から〈課題〉に結び付け，成長過程を自己評価していたむ密実習のまとめでは，

がく情意領域) <精神運動領域〉に主主点化され，総合実習の経験を土台とした自己の成長を自覚して

いた。盆今後は，実習前の準備からく構意領域〉の実晋課題。日標の明確化と準備過程の自己評価

ることが示唆された。

キーワード:

は じめに

社会情勢の変先や霞蝶の高度化に惇い，看護職の投

害jは大きく変化している Q 看護基礎教育は碁礎的能力

を養うものであり.さまざまな状況の変北の中で常に

社会から，必要とされる看護訴であるためには，卒業後

も自ら主体部に持代に応じた知識や技術を学び、続け

るべきであるといわれている(看護基礎教育の充実に

関する検討会報告書.2007，厚生労動省ホ…ムページ)。

つまり， I自分自身で学び:成長.発展して場ける力J

である自己教育力(梶田， 198訟

は「臨地実習は多誌なこれま

となる守司島

内容と統合させ

ながら，看護実践語力を身につける過程であり， 自己

を伸ばす格軒の教育単位であるJ(田島. 2009) 

としている。生漉学び続けることができる著護職者に

なるためには，看護基礎教育の議税で自己の目標や諜

題を明確にし達成へ向かっ に行動するブ口

セスを学ぶ必要があるむ

における看護学実曹を杉森らは
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自 自己評舗

「学生が既習の知識・技第を基にクライエントと相互作

用を展開し看護目標達成に向かいつつ，そこに生じ

た現象を教材として，看護実践能力を習得するという

目標達成を日指す投業であるJ(杉森 仙， 2004) 

と しているむしたカまって.

専門的知識と技術を統合し

において

としての実践能

力を養うためには臨地実習が不可欠で、あるむ

護学部では，鎮域別実習終了後看護総合臨床実習弘之

)を設け.学生各々が白

ために吉主的に実務に却した実習を行っているむこの

総合実習では，自己の課題の明雑化，課題の達或のた

を学生一人一人が教員の指導の下iニ

行う。評繭項吾も「実習前の準矯JI実習

曹のまとめ」としており，実習の展開のみならず，実

官話の準備や実背後の接り返りを重視しているむ

領域別実習では教育鶴が実習の骨子を示している

が，総合実翠では学生自身が作り上げていかなくては

ならないため，より主体的に学ぶ姿勢が望まれるc 実

替の課題や目標;之 えられるものではなく個
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人的なものであるむ自分自身の中から湧き出てきた目

-課題は行動化において重要な動機づけとなるむ

生が，実習前の準舗，実習の展開，実習のまとめの各

時期を通して自覚した学ぴを明らかにし今後の指導

のあり方を る

養護総合臨旅実翠(成人看護領域)の概要

総合実習の目的は をふまえ

て自己の著護の課題を暁確にし告主的に実務に即し

た実習を行い.看護実践に必要な知識と技街を統合的

に体験する。自主的に学ぶ体験を通して， 自己研修力

を高ぬ科学的根拠に基づいた看護を実践できる基礎

的能力を養うJことである。

(成人若護領域)は 自己の実習課題の明

確化・実習計詞の立案・実習の打合せを行う実習前の

準情，看護を実践する実習の展開.実習期間最終日の

学内グループワーク・看護総合酪床実曹しポート(以

下実習しポ…いによる実習のまとめの三段階で帯成

されているc 実習前の準f績は 4年前期の約 3カ月間で、

行う C 学生は，教員の指導・揚言のもと，総合実曹の

概要および到達目標に則って自己の実習課題を明らか

にし各々が実習計画書を立案する。実習の展開i点

教員の指導・助言を受け学生自身が実習施設と打合せ

て行う。実習期間 2週間の内，施設での実習が8日間，

学内実習が最終日 1B (9日目)である。実習のまと

めは，成人看護領域で実習した学生で「主体的

とはJをテーマとしたグループワークを行い，それぞ、

れの学びを共有する。実習レポートは，実習の展開と

実習を通しての学び・課題，看護観を記載し

まとめを行う c

研究臣的

本研究の目的は， 2009 (平成21)年度総合実習を成

人看護領域で、行った学生が，実習前の準髄，実習の長

関.実習のまとめの各持期に自覚した学びを明らかに

し今後の指導のあり方を ることであるつ

研 究 方 法

1.研究期間

2010年 1 月 ~2 丹

表 1 看護基礎領域に必要な 3領域の概要

人間の理解と健廉生活および鰻康問題に関する
認知謀域 知識を中心とした争知識の習得と理解および知

的諸能力の発達に関して

対人関係および自己の成長に関する内容を中心
慣意領域 とした，態度・興味・関心・錨龍観(備理を含

むい習慣などの意思や情緒に関して

看護として実賎する日常生活および治療上の援

精神運動 飴技術を中心とした.神経と誌の協調を要する
領域 一連の行動群(技指)で，実技的・技能的能力

に関して

文献10)より

2. 萌究対象

4年生のうち，研究者が2009年度総

合実習(成人養護領域〉で指導を担当した学生4名

3. データ収集方法

研究協力故頼l点研究対象者へ文書にて行い.その

後，文書および口頭、にて萌究の自的・方法について説

明した手期究への同意が得られた学生の総合実習で提

出された記録物「自己の実習課題j

レポートjからデータ収集を行ったむヂー

タは初めに記読物をコピーしそのコピーした記録物

iこ記述されている固有名詞を全て削除した後，再変コ

ピーして得た。最初にコピーした国布名詞が記述され

ている記録物はただちに裁断処理したG

4. 分析方法

1 )実習前の準備を通しての学び

実習前の準協では，面談，グルーブワ…クを通して

「自己の実習課題Jの明確化. r実習計画書jの作成を

たむ面談は 1~2 混に 1 回，グループワ…クは I

カ丹に 1同行ったり「自己の実費課題Jから，訟合実

習の課題とその背景について記述されている内容を取

り出しカテゴリーfとして分析を行ったo r実習計画

から;主総合実習の実習目標と到達目標を抜き出

した合田島 (2009)は「学青から生じるほとんどの行

動が，認知領域.情意領域および精神運動領域の 3つ

の韻域を合んでいるJとしているコそこで.実習目標

と到達目標を「看護基礎教育日必要な 3領域の概要(表

1) (田島 2009) を参考に〈認知領域) <南意領域〉

〈精神j運動領竣〉に分類して分析したc

2 )実習の展開を通しての学び

より，振り返りの記載部分を抜き出したな

記載内容はく学び・達成)<困難)<感じたこと〉

に分類することができたっ分類をもとに



養護総合臨床実習

ふまえ実習l;i周目(初註， 2 ~4 日日)と実習 2 週日

(5 ~ 8日自〉に分けて分析し

3)実習のまとめを通しての学びと今後の課題

レポートJから，総合実習を過しての学びと

今後の課題に関する記載内容を抜き出し，

の実習目標・到達日標と同様にく認知領減) <稽

意額域) <潜神運動領域) t二分類して，分析したむ

これらの作業を研究者 2

性・妥当性を検討したむ

5.倫理的配患

研究対象者には，研究目的・

¥分析内容の信頼

文書および口頭

で説明し研究の同意を得たむ研究への参揺は，自由

意思であ号.断ることも可能であること，例え研究の

途中であっても研究協力を撤回できることを説明し

たりその際，研究者は接損した研究対象者の研究を直

ちに中止し得ちれたデータも毅棄することを説明

したc また，研究協力を断つでも，授業や成績には何

ら不利読は生じないこと， の成議評語は既に

なされていることも併せて説明したむ研究で得られた

データは，個人と施設が特定されないかたちで分析を

行い，本研究以外では使思しないこと，研究が襲了し

た時点で裁断鼓棄することを伝えたむ研究結果は論文

発表を苦い，その際も額人や施設が特定きれないかた

ちで発表することを説明したむなお，本研究iま弘語学

説大学倫理委員会の審査を受けた。

結 果

l.諦究対象の背景

研究対象の学生 4名は脳血管内科を有する施設で総

合実習を行った。実翠内容は急性期患者の

名謹性期患者の看護が2名であった。

2 

の実習課

題に沿って，看護の実践では受け持ち患者を 1名とし

2名，受け持ち患者を 2名とした学生が2名

であった苧学生は 4名とも受汁持ち患者について看護

遇桂を展開したむ

2. 実習前の準備を通しての学び

1 )白

f自己の実習課題Jを通して実習課題に至る背監を

まとめた。背景には「これまでの実習経験JIインター

シップでの経験JI身近にいる痛気のある人の存在j

を挙げていた。それらの背景から仁患者・家族の心理

面の理解本足JI患者の疾患・症状など身千本語の理解

覚した学び 3 

袈2 自己の実習課題

カテゴワー 民i答項目 件数

組対象理解(身体・心理・社会) 5 

病患の理解

気持ちの理解

E心理的援助 2 

不安の軽減

精持的ケア

副倫理観・対人関係 3 

一緒に悩める関係

尊重する姿勢

圃看誠実践能力 s 
樹別的援助

患者・家族への援助

を理解した上での擁助

田自身の関心のある鍵襲状態への看護 4 

患者の健康状態への関心

悪化防止，予院への援助

自分が将来進みたい分野

自看護揮の調整力 2 

チームにおける看護の役割

複数受持ち

「看護技舗の未熟Jという〈これまでの経験で

していないと惑じたこと〉と主体的

程の震関JI多重課題への対応Jというく経験を土台

に看護学生として発展させたいこと〉が課題の動機付

けとなゥていたむ

うち共通する内容の項目をまとめ，カテゴ

リ…化した(表2九〈看護実践龍力〉が8件と最も多

く，内容は「側部的援助JI患者・家族への援助JI病

態を理解した上での按助jであった。その他，く対象

理解(身体・心理・社会))は「痛態の理解JI気持ち

の理解jに関して 5件ベ，心理的援助〉は f不安の軽減」

「精神的ケアjの2件， <倫理観・対人関係〉は諸

に摘める関係JI尊重する姿勢jに関して 3件， <自身

の関心のある健康状態への看護〉は仁患者の健索状態

への関心JI悪北紡止，予防への援助J 自分が進みた

に関して4rギ〈看護師の調整力〉は

ムにおける看護の役割接数受持ちJの2件を挙げ

ていたの

2)実習目標

に記載されていた実智目標の件数は

21件であったっ学生4名全員が語数の実習目標合

ていたむこれらの実習日擦をく認知領域)<需意領域)<精
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領域

国認知額媛

表3 実習日標

内容項目

一一
一
7

-踏卒中の病理・病態を学び，患者への影響を理解する(身体的・精神的・社会的会側面から)

・脳卒中患者の健康状惑を把握し捷康障害が及ぼす身体的・心理的・社会的影響を理解できる

・来患の鵡議・生理を理解し患者への影響がわかる

-患者の障害や心理を理解できる

-時痛の日常生活への影響と患者の気持ちを理解できる

-麻薄額IJに空じている時痛・埠匿を理解し 略構を総合的に評値することができる

・急性状況の観察点，援助方法を理解することができる

間情意領域 2 

・援助の上で各職種役割と連携を学ぶ(チーム医療)

-身体的・縞神的な援助から結果を考察し新たな者護の視点を持つ

臨精神運動領域 12 

-患者の意思を確認して，援助ができる

・個人に応じた援助や観察色根拠を持って実施することができる

.静養下障害にあわせた食事援助ができる

-言語障害の状態に合わせたコミュニケーションをとることができる

・患者の反応・行動をよく観察し患者の欲求を察知できる

-根拠をもって.援助を実施できる

-患者が食事を楽しむことができるような環境をつくる

-時癌の思国によって痔痛経和の援助を選択し患者の反応を確認しながら安全に，安楽になる

ように援助を行うことが?きる

-急性状態iこある脳卒中患者の家族の心理的社会的特徴について理解しコミュニケーションを

とることができる

-対象の状況に合わせた看護技術を安全・安楽に配議して提供できる

-患者の家践の気持ちゃ思いを理解し不安が軽減するように援助することができる

・患者や家族の精神的特鍛を学び必要な援助を考え，ケアを提供できる

神運動領域〉の 3つに分類した(表3) 実習目標21

詳の内訳はく語、知領域)7件，く情意領域)2件， <精神

通勤領域〉が12件で約半数を占めていた。〈認知領域〉

は病態.障害，心理，生活への影響，社会的影響の理

解といった「対象の理解Ji長患の理解Jを挙げていた。

〈情意領域〉は「関孫従事者との協調Ji看護の新たな

視点jを挙げていたむ〈精神運動領域〉は「コミュニケー

ション技術J.r観察技荷J，r生活援助技術J.i精神的

媛助技，pj:jJを挙げていたc

3 )到達目標

に記載されていた到達目標の件数は

お件仁実習院標よりも多かった。 25件の到達自標を

〈認知領域) <情意領域> <精神運動鎮域〉の 3つに分

類した(表4人それぞれの領域の内訳はく認知領域〉

9件， <情意鎮域)5件， <精神運動領域)11件であったむ

く認知領域〉の到達目標は「対象理解Ji痕状を関連付

けたアセスメントJi症状の日常生活への影響jがそ

れぞれ 2件だ、った。その他， r看護技磁の実裁科学

的根拠に伴った援助Ji観察の上での援助Jが各 l件

だったやく情意領域〉の到達目標は 5件のうち 4件が

に患者や家族への配患Jに関する項目であったむもう

1件は「チームの一員としての情報伝達や情報共有J

であった<精神運動領域〉の到達目標は全てが「日

常生活・治療上の援劫技術Jに関する内啓であったJ根

拠の理解jや「対象の個別性を反映した援助Jといっ

た認知領域と情意鎮域を関連させた目標が挙げられて

いた G

3. 実習の麗開を通しての学び

「実習記録jに記載された振り返与をく学び・達成)<困

難> <感じたこと> <課題〉の内容に分類したむ実習期

開を通しての各項目の記載された件数は〈学び・達成〉

が最も多く 47件， <困難〉は19件， <感じたこと〉は 8

件. <課題〉は33件であったc 実習l週日(初日， 2~ 

4日目〉と実習 2週目 (5~ 8臼日)に分けて示した

(表5・1，表5ぞ)む

実習 1週自のく学び・達成〉は20件， <困難〉は11f午

〈感じたこと〉は 4件， <課題〉は20件であった。〈学

び・達成〉には，受け持ち患者の情報収集や症状の観



実習を通しての学びに関する記載の総数は33件で

あった(表6イ) <認知領域〉が3件. <情意領

が20件. <精神運動領域〉が10件であったむ

関する記載総数の半数以上を占めたく靖意額域〉

自は.I f車職種との連接・共詞JI十分な説明と額器j

題性Jがそれぞれ3得で、あったむ〈籍持運動領域〉の

要吉;ま f罷別性を踏まえた観察と者護実践Jが10件中

4件であったむ

2 )今後の課題

今後の課題に関する記載の総数は 9件であった

6-2)0 <認知領域〉は「培った観察力による判顕j

測した行動jの2件であったっ〈晴意領土或〉は

ム医療について学ぶJ友人行中間〉と劫け合うJ

量的に声をかけるJ季語手にわかるように詳しく

うjの4f宇であったc く鴇持運動領域〉は

!穎{立を判断し時陣内での援助の実践JI効果の評価

告見据えた教育的援劫の実施JI患者の意思を

た上での安全な援助の提供Jの3件であったり

;) 看護総合議床実饗において或人看護領域の学生が告覚した学び

到達目標表4

件数内容項目領域

9 

つM

つM
1

i

1

i

g

i

ち

2 

l 

自己決

-対象(忠、者・家族)理解(身体的・心理的・

社会的側面)

-症状を

・症状の日

.疾患の理解

・評議スケ… jしを用いた症状の評語

と援助の根拠

の意思尊重と，

-意思の確認(患者の反応をみる)

.肯定的な態度

・対象 i 附 w ・

園認知額域

置情意領域

-対象(患者・家族)との告頼関係講築

-チームの一員としての'清報伝達や情報共脊

し

を
11 

つh
M

つω

つ
削
つ
中

I
l
I
-
1
i

安楽な援携の実賎

コミュニケーション

量轄袴運動韻域

以上の結果をふまえ，各時期に自

て，今後の訟合実習の指導のあり

1.実習前の準錨

実晋前の自己の実習課題の明確化を通し. Iこれま

での実習経験JIインターシッブでの経験JI身近にい

る病気のある人の存在Jが挙げられていることから，

に限らず臨床場面での経験，患者との関わりの経

験が課題を導く背景になっていることが明らかになっ

たむまた，経験の中で達成できなかった事柄や，経験

したことを発展させたい事績が新たな課題への動機づ

けとなっていたむこれらは Knowles.M.S.が述べた成

入学習者の 5つの特徴 (Knowles.M.S.. 1984)のうち

「経験が学習資源になるJI学官へのレヂイネスが，生

活上の謀題や問題から発生するJ学習への動機づけ

において，外部から与えられる報酬や処罰よりも.内

発的な要因がより重要となるJと鎖似するc 入の生活

選程へ健豪語からの援訪を行う養護識者;之様々な遇

内容を活かす必要があるむ総合実習の吾的の

…つで為る f自己の課題を明絡にするJことは経験を

振り返ることで達成できていたと考えるc

自己の実習課題には「看護実践能力JI対象理解(身

体・心理・社会)JI自身の関心のある健康状態への看

した学びを通し

考察するむ

察

察，対象(患者・家旗)と学生自身の信頼関係車或iこ

ついて記載されていたっく国難〉については，患者と

岳身の学習準縄・積極性

いて記載されてい

じたこと〉は 4件であったが，患者の言葉による

は実習に臨む態度や姿勢，が挙げられてい

受け持ち患者の観察・コミュニケーションについ

載されてし

実習 2週自の

〈惑じたこと〉は 4件，

項吾の総数は異なるが.

しての学びと今後の課題

しての学び

は271'全〈題難〉は 8件，

;ま13f竿であったむ

1選自に比べ実智 2:i襲自

え. <課題〉の記載は減っ

ていたc <学び達成〉には，援助実践の達成や援助

の効果について記載されていた。〈困難〉については，

時間を念頭に置いた援助調整と見守ることの難しさに

ついて記載されていた<感じたこと〉

日日のみの記載であったが，充実惑を挙げていた会

題> ，之時開会会頭に欝いた援助調整や援助の実践つ

いて記載されてい

4. 実警のまとめを

1 )実習のまとめを

-家篠への精神的援助

-場面に応じた患者への精神的援助

看護技術の実践

-科学的椴拠に伴った援助

.観察の上での援助

8 

のコミュニケーシ

は〈学び・

といっ



8 

学び・

達成

E弱難

感じた

こと

長内，村田

表5・1 実習の畏開(実習 l週日)

初日

急d全期のイメージを持てた

-患者の不安軽減の必要性を学んだ

・カルテや現病肢から↑吉報収集できた

2 4日
盟問--

・生活背景を知ることができた ・資が(tで検査での不安が軽減される

・日常生活動作と症状の関連を把握した ・礁下状態の観察ができた

-1先髪は患者さんができる所はやってもらL¥ ・患者と家族から阿窓を得て援助ができた

シャワーを持つなどの援助を行った

・間意を得るための説明はわかりやすく行え卜理学療法や作業療法で症状を知ることがで・患者・家法との信頼関係が諜まった

た i きた

-退院後の方向性に合わせた自立への援助が¥-ADLの同議には毎日の積み重ねが大切なの・援助を;通してコミュニケーションを図れた

大皆だと学んだ i だと学んだ

・一人の，患者に統ーした緩助を行っていくた卜食前食後の[J桂内の観察ができた

めには.カンブアレンスは欠かせない

・チームとの連携が大切と知った -訂擦の達成がほぼできた

食議助によって患者との関係が深まることを

学んだ

-行動臼擦・行動計画の主幹織が不足だった -パイタルサイン測定では詳しい説明会者い・時跨を気にして，カンファレンスでは様様

てしまった 的に質関で、きなかった

-病棟の構造は理解できたが.病院の構造は/-患者から開きたいことについてまとめず. ベ患者さんの状態に合わせてコミュニケー

わからなかった !何度も訪窓してしまった ションをとるという)今日の行動目標は達

成きれなかった

-1日の流れがあいまいだった -患者2名の提助の謂繋が難しかった .家族の面会があり足浴を実施するか迷った

-打合せを自分から積極的に行えなかった

-情報収集が中心となり.患者と接する時開

が{まとんどとれなかった

-帰るときに「また明日ねjと提予されたとき入浴後からとても実顔が多くなったので気

受け入れてくれたのかなと思って践しかった 分転換をE渇れたと患う

-読髪後:スッキリしたjと話されていたので. ・7来週また来てねjと言われ，なかなか言葉

気分転換を図ることができた を開きとることができない今の状態を少し

-入院蔀の生活状況など不足している情報は.1-生活背景を今後の鵠察に詰かしたい

コミュニケーションを殴りな治宝ら得ていく l
-行動目標・行動計画以外にも仔動内容を五十めまし¥磁気.疲労境に注意する

れないように記銭を工夫する i 
-1日の流れを確認する ト開くことをまとめて訪れるようにする

でも改善したいと強く感じた

-来週のケアに反峡させていきたい

-家族が来ていても議助を実施していきたい

-アドバイスを看護関星雲・目標・計画に追加・

修正し来週実施してLミく

，自分から行動する 1- 患者さんに質問することはノートに書~. -達成できなかったものは次のカンファレン

課題按劫の目的を言えるように練習する スの目怒とする

-記録からだけでなく病室に行ってコミュニト毎日の少しずつの変化を見逃ぎないように・カンファレンスでの助言をもとに.看護計

ケーションをとりたい i し患者が安全・安楽に暮らせるように援 耐を修正する

l 助していきたい

・患者とコミュニケーションを国りながら ADL/-優先度を踏まえた判断力をつけたい ・捜助を通して患者が心理i訴を打ち明けてく

が向上するように看護援助を行っていく i れるような関係を築いていきたい

-症状や表博を観察し.程度や起こる場面iを・(礁下障害の)経過を知るためにJ日韓内の)

把握する 観察を続ける

を主に挙げていたむこれは，総合実習の目的であ

るf看護実践に必要な知識と技術を統合的に体験するJ

f科学的根拠に基づいた看護を実践できる基礎的能力

う」ことを学生自身が意識していた結果だと考え

るむ一方で， 目的の「自主的に学ぶ体験を通して， 自

己誹{事力を高める i点実習課題に表現されていなかっ

患者や医療スタッフという自分以外の対象を想定

した課題は表現されていたが，学生自身の学習・成長

のために自分が何を行うかは表現されていないっ

;ま対象へ動きかけるという行為を表すため. 自分自身

が向を行いたし味、を強調しにくい額.U面があるかもしれ

ないむ

目標は記載件数の約半数が〈精神運動領域〉の

内容であり.学生が稔合実習において看護実践技荷の

向上を重点的に意識していたと考えられるむその内訳

は「コミュニケーション技術JI観察技術JI生活援助

技街JI結神的援助技術jであり，多制面から

技捕の修得を実習日襟としていたことが明らかとなっ

たむ〈認知領域〉の実習目標は総数の約 3割を占め，

内容はf対象の理解痕患の理解」であったむこれは，

根拠となる知識を修得した上で，者護実践を仔うこと

に関連していると考えられ. <精神運動領域〉の日標

と連動していると考える c 一方で. <情意領域〉の実

習日穂は「関係従事者との協調JI看護の新たな視点J

の2件と位領域に比べ少なかった苧〈情意領域〉の

日擦を田島i土「対人関保および自己の成長に関する内

容を中心とした態度・興味・関心・{函館観(倫理を

む)・膏 4債などの;官官、や'清諸に関する目標Jとして

いる。自己の実習課題と同様に，学生自身が自らを主

として自分がどのようになりたいかという日擦を



看護総合臨床実習において成人看護領域の学生が自覚した学び

表5・2 実習の展開(実習 2週日)

5~8 日

7 

・体調をみながら援助の実施がで・観察項目を把握した上で.皮膚・日程を念頭に置きながら行動で・家族の思っていることなど面談

きた の状態の観察，食事の援助ができた を通して学ぶことができた

きた

・患者の不安や心配を傾聴できた ・リハビリの後や検査後など.休・他職種とチーム医療を行う一員・傾聴することしかできなかった

憩をとり体力低下を防ぐのも援 として協力し合うことができた が.少しでも精神的ダメージを

助だと学べた 緩和できた

-病気の不安や運転ができなくな・安全な生活行動への指導ができ・便秘による症状の観察と腹部・起床時聞が増えるように患者き

るかもしれないという不安を た マッサージを説明しながら実施 んの元で話をしたりして行動し

学び・|知った できた た

達成卜食事中の姿勢は声をかけ看護師・患者の訴えを聞きとることの大・患者がインスリン注射の練習時・少しずつ聞き取ることのできる

が援助することがわかった 切さを感じた 焦らず不安が軽減できるような 言葉が増え，コミュニケーショ

関わりができた ンをとっていけた

-理学療法，作業療法の見学から・アドバイスをいかしコミュニ・歯ブラシの援助を説明しながら・今まで以上に患者とコミュニ

介助の程度を確認できた ケーション方法を工夫できた 実施できた ケーションを図ることができた

・入援援助を実践できた ・考えながら援助するようにした ・見守り看護の難しさを改めて学・他の患者ともたくさんコミユニ

んだ ケーションを図ることができた

・予測しながら行動し患者が安・予測して動くことは患者の安 ・前回よりも積極的に人と関わる

心する援助を行うことが大切 全・安楽のために必要 ことができていた

-受持ちが2人になったので 1日・観察し予測した行動が不足し・入浴の援助が上手く L寸、ず，観・患者の動作を観察時見守りが難

がとても速く感じた ている 察できないことがあった しく，介助をしてしまいそうに

なった
困難|

1ンフレットを使用しての患者・実習時間内に終えることができ・患者2人のうち l人の口腔ケア・患者の自立には，患者自身で行

指導はできなかった なかった を実施できなかった うことが大切だとわかっていて

. 2週間充実した実習ができた

感じた|
~~，:~ I・パンフレットにて指導を行い.

'- '- I 理解してもらえた。頑張って作

成して良かった。

-エールをもらい. とても充実し

た実習になった

-とても充実した実習となった

も介助しそうになってしまう

. 2人受け持ちでは，それぞれの・インスリン注射を患者が実施で・明日も(コミュニケーションを)・(食事姿勢と誤礁を関連づけて)

検査や援助，各種訓練など時聞 きるように援助する 同じように接していき.有効な 説明したときも納得したような

を意識した計画・行動が必要 方法か考えていきたい 反応があり.継続して患者が実

施出来たらよい

・糖尿病，低血糖症状についての・患者2人の口腔ケア援助の時間・明日 1日，時間を大切に実習に・今後も積極的に人と関わってい
課 題|

ンフレットを作成する を調整し実践したい 臨みたい きたい

. (よく観察し予測して動く技・(実習時間を超えないように)・明日からも予測しながら援助し・問いかけ方などコミュニケー

術を)残りの実習期間で身につ 時間を見ながら守って行動して ていきたい ションを工夫する

けていきたい いく

・見守り看護を実践していく

現することができていなかったと考える O

到達目標は実習目標に照らしより具体的な内容を

示すことができていた。〈認知領域〉では「対象理解JI症

状を関連付けたアセスメント JI症状の日常生活への

影響J.<精神情意領域〉では「日常生活・治療上の援

助技術」を挙げ，看護の実践や看護過程の展開におい

て達成度を評価しやすい目標を掲げて実習に臨めてい

たと考える o <情意領域〉の到達目標には「患者や家

族への配慮」を挙げていることから，看護援助を念頭

に置いていたと考える D 到達目標にも学生自身を主語

とした目標の表現がなかったため 自己教育力の育成

を考慮し実習前の準備で. I学習者」としての姿勢

や取り組みを視野に入れやすい指導が必要と考える D

2. 実習の展開

実習中，実習記録に振り返りの欄を設け，毎日の経

験を言語的に表現していたc 記載内容にはく学び・達

成) <困難) <感じたこと) <課題〉が含まれていた。

看護の展開では〈学び・達成〉の記載件数が最も多く，

学生は実習を通しての経験を肯定的にとらえていた。

実習 l週目に比べ，実習 2週目に〈学び・達成〉の件

数が増えており，実習が経過するにつれて自己の成長

を自覚していると考えられた。〈困難〉として，患者

とのコミュニケーションや学生自身の学習準備・積極

性の不足，時間を念頭、に置いた援助調整と見守ること

の難しさを挙げていた。総合実習では実習調整も学生

自身が行うため，初めて患者の援助や指導者・仲間と

の調整も自分で、行っている D 実習前の準備から，主体

的に実習調整を行うことは強調しているが，改めて学

習者としての姿勢を振り返っていた口看護の展開をし

ながら，主体的な学習者として人と関わる上での態度

や配慮・協調性を意識していたと考える0<感じたこと〉

は全体の中での記載量は少ないが.実習 l週目では患



出内，村長8 

今後の課題表6幽2実習後の学び、表6-1

件数内容項自額域件数

2 

-培った観察力で相手の表情や行動で

判断する

・予測して行動する

-器知領域3 

2 

内容項自

-偶問者護の明確化

.時害受容過程

l 

田情意領域

-患者について地職種と情報共有，連

携していくチーム医壌について学ぶ

・友人(仲開)に相談し助け合う

-積極的に声をかける

-穣極的iこ発音し相手にわかるように

詳しく意見を言う

間精神運動領域

4 

20 

3 

l 
-優先細位を瞬時に判慌し観られた

時間舟で最善の援助の実践

-効果の評舗を見据えた教育的接助の

実施

患者の意思を確認した上での安全な

援揚の提棋

3
3
3
2
2
2
1
1
i
l
l
-
-

-地職種との連携・共同

.十分な説明と傾聴

・積極性

-自己開示と患者一看護師信頼関係

.自分の考えを述べること

-感謝の気持ち

・院内での連携，情報伝達

・援跨の時間配分

-看護師として偉くイメージ

鑑笑顔の重要性

・学生同士の協力

暗構意領域

10 

イントや自分の変化を昆出すことjとしている(鈴木，

2006)。振り返りでは， (学び・達成>(困難> (感じた

こと〉をく課題〉に結び付けており，学生自身が記諒

するという行為を通して自分を傭搬し自己の成長を

含めた自己評舗を託っていたと考える。

3.実習のまとめ

実背終了後の「実菅レポートjの学びには〈情意領

域〉の項目が全棒の半数以上を占め，次にく鞘持運動

領域〉の項目が多かった。[実習計画書Jに挙げられ

た実習呂標と封達目標は， (情意額域〉の項目

少なかったことに相反する結果となった。高架は「体

験のことば化がSeeOne→Do One→Teach Oneの環

のなかで展開されたならば当法. r体験・経験の共有

の場jが形成され，その場のなかで継続教育(自己教

育)力と実践知力はより顕在化されてくる会しかも

その顕在化は段階ごとに質的変容を遂げていく J

梨， 2009) と述べているc 自己の体験を振り返りとし

て記載しながら者護を実践し実理期間最務日の学内

グループワークで他学生と経験を共存するという一連

の過程は高梨のいう「体験のことば化jと言える o I体

験のことば化Jがなされた結果，実習終了後の学びは

自己の成長に関する内容を中心としたく情意議域>(精

神運動領域〉に焦点化されたと考えるむ

今後の課題lこは，総合実習の経験を

らの姿勢や援助実践能力を挙げていた。

4
せ

I
A
T
-
-
i
T
I
-
-品宅
l
命

-個別性を踏まえた観察と

.生活背景を踏まえ

-援助実践と評舗の時期

.指導媒体を用いる意味

.意思疎通の実戦

.コミュニケーションの重要性

.自立へ向けた教育的指導

田精神運動顎議

も

とした，

とって

自

者の言葉や反応、から看護学生としての喜びが表現され

ていた。学生自身が自らを援助者と自覚し立つ患者

が自すへの援助者であることを実感する場面となって

いた。実習 2週日は， 8日目のみの記載だ、ったが.

生全員が充実惑を挙げていたことから，実習を成功体

験として自覚できていたと推察されたパ課題〉は〈学び・

達成〉に次いで、件数が多かったや実習 1週日の方が2

週百より件数が多く，実習に鵠む態度や姿勢，受け持

ち患者の観察・コミュニケーションを挙げていること

から.対象者やスタップとの関経構築が実習 1j題目の

課題の特教といえる 3 実習 2週日 iこは時間を念頭に置

いた援助調整や援助の実技に焦点が向けられていたむ

実習記録には振り返りの欄とは別に看護過程に関す

る記載捕を設けていたため，振り返りには患者が主語

となる内容ではなく，学生自身が主体としての経験の

みが表現されていたと言える G 矯本は自己評{面を「自

分で自分の学業，行動，性格，態度等を評価しそれ

によって得た情報に基づき自分を確認し自分の今後

の学習や行動を改善するという一連の行動であるJ(橋

本， 1983) としている。また鈴木は自己評価を「自

分の仕事の成果，ブロセスや成長を椅搬し大切なポ
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総合実習は，インターンシップ等の学外の活動を除け

ば看護基礎教育における最後の臨地実習となる D つま

り総合実習を経て表現された課題は，看護師資格を有

した後の看護職者としての継続教育における課題とも

言える O 田島は「継続教育は基礎教育の土台に行うも

のであり，基礎教育が不十分な状態での継続教育は機

能しないJ(田島， 2009) と述べている O 学生自身が

看護基礎教育終了時に実践への課題を持って看護職者

となることは，教育と臨床の解離が減り，且つ基礎教

育で学んだ内容をより深化・発展させることにつなが

ると考える O

4. 今後の指導のあり方

実習前の準備の結果から，学生は総合実習における

自己の課題・目標を明確化できていた。しかし学生

自身の態度・興味・関心・価値観・習慣といった対人

関係や自己の成長に関する〈情意領域〉の目標が表現

できていないことがわかった。対照的に，実習の展

開・実習のまとめでは，実習の経験を記録へ表現し

自己の成長を含めた自己評価をしていることがわかっ

た。これらの結果から， 自分で学び，成長，発展して

ゆける力である自己教育力を培うためには，今後は実

習の展開・実習のまとめと同様に実習前の準備におい

ても， 自己の成長を評価できる指導が必要である O そ

のためには，まず実習前の準備における学生の〈情意

領域〉に関する課題や目標を明確化し実習課題や実

習目標・到達目標として積極的に表現できる指導が必

要である O そして，実習前の準備を通して行われる面

接やグループワークでの経験を記録上で振り返り，準

備過程の自己の成長も評価できる指導が必要である O

研究の限界

本研究は対象者が4名であるため，一般化は困難で

ある O また，学生の学びはレポートへ記載された内容

をデータとして用いているため その程度や関連性に

ついては明らかにできなかった。しかし学生が自覚

した学びの視点は教育的指導上の手がかりとなると考

える O 一般化するためには，対象者を増やすことや自

己教育力尺度といった尺度を用いることで，関連性を

明らかにする必要がある O

。司ト 塁A
市百 白岡

l. 自己の実習課題は，学生のこれまでの経験を背景

として「看護実践能力JI対象理解(身体・心理・

社会)JI自身が関心のある健康状態への看護」を

挙げていた。

2. 実習目標は，多側面における看護技術の修得を挙

げていた。到達目標は，実習目標に対応し達成

度を評価しやすい具体的な目標を挙げていた。

3. 実習の展開は，学生自身が主体としての経験を〈学

び・達成> <困難> <感じたこと〉から〈課題〉に

結び付け， 自身の成長を含めた自己評価を行って

いた。

4. 実習のまとめでは，学びが〈情意領域> <精神運

動領域〉に焦点化され，総合実習の経験を土台と

した自己の成長を自覚していた。

5. 今後は，実習前の準備から〈情意領域〉の実習課

題・目標を明確にする指導と，準備過程の自己の

成長を振り返り， 自己評価していく指導が必要で

ある O
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THE LEARNING OF STUDENT EDUCATION IN THE ADULT 
NURSING STAGE OF COMPREHENSIVE NURSING 

-BASED ON A REPORT SUBMITTED BY TRAINEES THAT DETAILED 
THEIR PREPARATION, TRAINING, AND SYNOPSIS-

Shizuko OSA~AIl). Chiyo MliRATAll 

Abstract: The purpose of this study is to report the findings of 4 students who underwent the 

adult nursing stage of comprehensive nursing practice, and take into consideration future methods 

of instruction. The results were as follows: (1) Students increased their own background knowledge 

and experience "practical nursing ability" "emphasis (understanding of the body, of psychology, 

and of society)" "health concerns in the each area of interest". The objective of comprehensive 

nursing practice is to acquire nursing skills that would be used in various situations. The objective 

was made specific and easy to assess. (2) During practical training. students experienced feelings 

of both acquisition and accomplishment. as well as those of difficulty. Students evaluated their own 

growth during the training. (3) From the summary section of the reports. student learning was 

concentrated in the affective domain and psychomotor domain. and completion of this training led 

to personal growth. (4) In the future, it is necessary to clarify goals and incorporate self-evaluation 

during the preparation stages of practical training. 

Key words: comprehensive nursing practice. basic nursing education, self-educational ability, 

self-evaluation 
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